いんとくぶ つ し 

件が おこった。 それ はこの 工場に 隠匿物資が ある はず 

だとて、 犬が かりな 家 さがしが 行われた ので ある。 そ 

の 結果、 一部の もの は 発見され たが、 その 捜査の 第一 

番の目 あてであった ダイヤモンド 入りの 箱 は、 ついに 

ほうせきば ► J 

さがしあてる ことができなかった。 その 宝石箱に は、 

この 工場で 使う ダイヤモンド • ダイスと いって、 細い 

針金つ くりの 工具 を こしらえる その 資材と して 総額 五 

百万 円ば かりの 大小かず かずの ダイヤモンドが 入って 

いる はずで、 中に も 百 号と 番号札 をつ けられた もの は 

三十 数 カラット も ある ずばぬけて 大きい ダイヤモンド 

で、 これ 一箇 だけで も 時価 百 五十 万円 はする といわれ 



ていた (この ダイヤ は、 ある 尊 い 仏像から はずした 物 

だとい うう わさ もあった)。 なぜ この ダイヤの 箱が 見 

あたらない のか。 あまり 大きく もない 箱 だから 他の 品 

物と まぎれて 焼き捨てられ たの かも 知れず、 あるいは 

ひょっとすると いつの 間に か 盗難に かかった のか もし 

きちよ う 

れな いという ことだった。 だが それほどの 貴重な もの 

を、 わからな くして しまう というの は、 おかしい とい 

げんじゅう そうさ 

うので、 工場 は 何回に も わたって 厳重な 捜査が 行わ 

れた。 だが、 やっぱり 見つからず じまいであった。 終 

かばね きょだつ じょうたい 

戦 直後 は みんなが 生ける 屍 のように 虚脱 状態 にあつ 

たので、 ほんとうに うっかり 処分され てし まった のか 



あつらえ 向きの 場所 だよ。 ちゃんと 舞台 も あるし ね、 

ほら、 あそこ を "地獄の 一 丁目" にす るんだ。 すごい 

ぜ、 きっと …… 」 

「ああ、 そういえ ばいい 場所 だね え。 舞台の 前に はこ 

ん なに 雑草が 生えて いて、 ほんとうに * 地獄の 一 丁目， 

らしい じ やない か」 

「ね、 いいだろう。 さっそく 準備に とりかかろ うや。 

みんな 手 わけ をして 作れば、 今夜の 間に合うよ。 そし 

きも 

て胆 だめし の 当番 は、 あそこの くぐ リ戸 からこつ ちへ 

入 るんだ よ。 そして 鉦 をかん かんと 叩かせ、 それから 

f っヅガ て 呻ら せ、 それが すんだら 最後に 褪を ひっぱ 



らせ るんだ。 その 緦は、 みんなの 集まって いる 工場の 

へいの 外のと ころまで つづけて おいて、 その 緦には 缶 

あきかん 

詰の 空 缶 を 一 一 つず つ つけた もの を、 たくさん ぶらさげ 

てお くんだ よ。 緦を ひっぱれば、 がらんが らんと 鳴る 

から、 はは あ 当番の 奴 はたし かに この 工場の 中へ 入つ 

たなと、 みんなの 集まって いると ころへ 知れる わけさ _ 

そうすれば、 ずるして 途中で 引返した 奴 はすぐ 分つ ち 

まう からい いじ やない か」 

「じゃあ、 その 緦は うんと 高く 張らな くち や あね。 そ 

れ から、 くぐり 戸 を 入った すぐの 壁に、 自分の 名前 を 

ま くまく 

白墨で 書かせよ うや」 



骸骨 を 見せる ために 懐中電灯 を つけて 照らす 

しょうめい がか リ 

照明 係が 右と 左と 二人 必要なん だ。 それから、 シロ 

ぎおん 

ホン を ひ つかいて かり かり かりと 音 を 出す 擬音 係 もい 

るんだ。 この 音 は 骸骨の 骨が 鳴る 音 をき かせ るんだ。 

これでち ようど 人員 は 五 人い るんだ よ」 

こうして 胆 だめし の 遊びが はじまる ことにな つ た。 

その 廃 工場 を 1 骨 館と 名 づけ、 胆 だめし の 当番 はへい 

外から 入って ひとりで その 骸骨 館へ 入り、 地獄の 一丁 

目 を 探検して 来なければ ならな い ことにき ま つ た。 



骸骨 館から、 へい 外の 出発 場までの 間に、 空 缶 をぶ 

ら 下げた 緦を 高く はる こと は、 他の 子供た ちの 手で 用 

意され た。 

かとりせんこう 

気の きいた 子供が いて、 蚊取線香 を 持って来 たので、 

これ は 骸骨 館 係へ わたされた。 しかし 骸骨 館の 中 は 意 

外に も 蚊が いなかった。 附近に 水たまりが 全然ない せ 

い であろう。 

ち. P 

ようやく 日が 暮れた。 が、 西の 空に 三日月が 淡い 光 

を 投げて いた。 

胆 だめし 当番の 順序が きま つ た。 

第 一 番は正 太 君であった。 



て 死ん じ まう かもしれ ないから ね。 何 か 遺言して いつ 

たら どう だ」 

「ばか をい つてら。 誰が そんな ことで 死ぬ もんか。 僕 

ふりょ みやげ 

の 方が 骸骨 を 俘虜に してお 土産に 持って来て やる よ」 

勇ましい ことば を 残して 正 太 君 はへ いの 破れ目 を 越 

か， まち- P ば，. こ 

えて 構内へ 入った。 南瓜 畑の 中 を 腰の あたりまで か 

くして かさかさと 音 を させな が ら 前進し て 行く。 廃屋 

の 一 つ を 越え、 さらにもう 一 つの 廃屋 を 通りす ぎる。 

だんだん さびし さが 増し、 神経が いやに とんがる。 も 

う 一 つの 廃 工場の わき をぬ ける。 いよいよ 骸骨 館が 目 

の 前にあった。 うすい 月光 を あびて、 アル コ— ル漬け 



の 臓器の ように 灰色 だ。 

まもの 

まん 中の くぐり 戸のと ころ だけが、 魔物が 口 を あい 

ている ように まつ 黒 だ。 正 太 は あそこから 中へ 入らな 

ければ ならない の だと 思ったら、 とたんに こわくな つ 

て 引返そうかと 思った。 

だが、 そんな こと をして は、 みんなから いつまでも 

けいべつされ るば かりだから、 そこで 力 をへ その あた 

リへ うんと 入れ、 死んだ つもりに なって くぐり 戸へ 近 

づ いた。 「地獄の 一丁目 入口」 と 書いて ある 入口 をつ 

いに くぐって 骸骨 館の 中へ ：•：. 。 ぶうんと かびくさい- 

らんはんしゃ 

中 は 月光が 乱反射で 入って 来て いると ころ だけが うす 



どうく つ 

ぼんやりと 明かる いが、 他 は 洞窟の ように まつ 黒で、 

何も 見えない。 骸骨 も 見えない の だ。 

正 太の 手 はすぐ 鉦の 在所 を 見つけた。 骸骨の あらわ 

れな いうちに 鉦 を さっさと 鳴らして、 ここ を 出て いつ 

てし まおうと 思った。 

> ンゝ ノ o ゝゝ / o 

力， <カス 力 力 1 ン 

鉦 をう つ 手が ふるえて、 うまく 鳴らなかった。 

「あつ！」 

それが きっかけ のように、 正面に ありあり と 二つの 

骸骨が あらわれた。 と、 おどろお どろと 青い 鬼火が 横 

あいから おどり 出した。 骸骨が 手 をのば した。 正 太の 



方 を 指さした。 それから 手 をぐ つと 上への ばした。 

「うう ッ 」 

正 太 はがたが た ふるえながら、 夢中で 上から さが つ 

ている 緦を ひいた。 遠くで がらんが らんと 気味の わる 

い 音が ひびく のが 分った。 

骸骨 同士が 手 をつな いでお どり だした。 もうた くさ 

んだ！ 正 太 はう しろの 壁へ、 白墨で 自分の 名前 を か 

きな ぐると、 脱兎の ようにくぐ リ 戸の 外へ とび 出した- 

わつ はつ はつ。 骸骨の 笑い声が、 逃げて 行く 正 太 君 

を 追い かけた。 



やしい 光が 草 むらに 落ち、 うごか なくなった。 そして 

あやしい 人物 を 下から 照らし あげたの である。 人相の 

よくない 一 人の 男が、 ぶるぶると ふるえ、 両手 を 合わ 

せて、 しきりに 拝んで いる。 拝まれて いるの は 清 君と 

一郎 君 —— いや、 例の 二 体の 骸骨だった。 

「盗りました、 盗りました。 わ、 私に ちがい ありませ 

ん。 …… はい、 何もかも 申し上げます。 わ、 私が かく 

しました ので …… ここへ 掘りました。 館内 防空壕の 奥 

でございます。 その 奥 をもう 少し 穴 を 掘りまして、 そ 

こへ かくして おいた ので ございます。 …… いえ、 みん 

な そっくりして おります。 百 号 ダイヤ も そのままです _ 



おかえしし ますから、 どうぞお 助け を …… 。 尊 い 仏 

像から 抜いた、 もったいない ダイヤ を 自分の ものにし 

ようと 思った 私 は、 罪 ふかい やつで ございます。 しか 

しみんな おかえし します ゆえ、 どうぞ 私 を 地 …… 地獄 

へ はやって 下さるな。 ああ、 おすがり します。 なむ あ 

みだぶ、 なむ あみだぶ、 うへ へへ …… 」 

「いや、 ゆるさぬ ぞ。 きさま はこれ から 地獄へ つれて 

行く …… ここ は 地獄の 一丁目 じ や。 それ を 知らぬ か。 

レ てて 乙」 

「やや ゃッ、 お助け …… うう 1 ン」 

あやしい 人影 は、 へたへ たと 草 むらの 中に くずれる 
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